
令和元年度 社会福祉法人深谷市社会福祉協議会 

事業報告 

法人の運営 

会務の運営 

会議名 年月日 内  容 

理事会 1. 5.30 平成３０年度第４次補正予算について 

平成３０年度事業報告の承認について 

平成３０年度決算の承認について 

評議員候補者の選定について 

令和元年度第１次補正予算について 

定時評議員会の開催について 

6.24 会長、副会長及び常務理事の選定について 

評議員選任・解任委員会委員の選任について 

   8. 6 評議員候補者の選定について 

10. 8 会長及び常務理事職務執行状況報告について 

第１４回深谷市社会福祉大会について 

2. 1.27 評議員候補者の選定について 

苦情受付第三者委員の選任について 

3. 2 副会長の選定について 

給与規程の一部改正について 

令和元年度第２次補正予算について 

令和２年度事業計画について 

令和２年度資金収支予算について 

評議員会の開催について 

評議員会 1. 6.24 平成３０年度第４次補正予算について 

平成３０年度事業報告の承認について 

平成３０年度決算の承認について 

理事・監事の選任について 

令和元年度第１次補正予算について 

2. 3.26 令和元年度第２次補正予算について 

令和２年度事業計画について 

令和２年度資金収支予算について 

監事会 1. 5.17 平成３０年度事業及び会計監査 

評議員選任・解

任委員会 

1. 6. 3 評議員の解任・選任 

    8. 8 評議員の解任・選任 

2. 1.31 評議員の解任・選任 

地区社協会長等

会議 

31. 4.23 

1. 6.19 

    8.29 

日赤活動資金説明について 

敬老会について 

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金について 

 

  



会員加入促進 

・活動財源の確保のため、自治会をはじめとする地区社協にご協力いただき、会員募集を実施しま

した。 

地区名 普通会員口数 特別会員口数 地区名 普通会員口数 特別会員口数 

深 谷 ４，２８１ ２１９ 藤 沢 ２，８１２ ６２ 

幡 羅 ４，４８１ ７０ 明 戸 １，２６７ ３１ 

大 寄 １，１０４ ６ 八 基 １，１８６ ３４ 

豊 里 １，５０３ ３７ 上 柴 ４，３４０ ８１ 

南 ３，３５１ ５９ 岡 部 ４，２８３ １７４ 

川 本 ３，３５７ ８６ 花 園 ３，７１１ ２４ 

   合 計 ３５，６７６ ８８３ 

法人会員  ２２０口 

団体会員  １１８口 

 

 

地域福祉推進事業     

小地域福祉活動の普及（ふれあいいきいきサロン） 

・ふれあいいきいきサロンの運営に必要な財源として助成金を交付するとともに、ふれあいいきい

きサロンを行う際に使用する備品の貸し出しや、サロン応援隊の派遣調整を行いました。 

サロン数：１２９ヶ所、開催回数：７３０回 

〔内訳〕 

地区名 サロン数 開催回数 地区名 サロン数 開催回数 地区名 サロン数 開催回数 

深 谷 １０ １０３ 藤 沢 ９ ５４ 幡 羅 ９ ５３ 

明 戸 １０ ７８ 大 寄 ５ ２７ 八 基 ４ １５ 

豊 里 １１ ３７ 上 柴 １４ １２１ 南 ４ ２２ 

岡 部 １５ ３４ 川 本 １５ ３９ 花 園 ２３ １４７ 

 

ふれあい映画鑑賞 

・ひとり親家庭の親子、障害者の親子、障害者施設に入所・通所している障害者に対して、映画無料

招待券を提供しました。 

実施期間：令和元年１０月 １日～令和２年 ３月３１日 

場  所：深谷シネマ 

上映作品：上記実施期間中に上映された全作品 

利 用 者：１８名 

 

地域福祉推進事業（地区社協への助成） 

・地域住民の相互の連帯に基づいた地域ぐるみの福祉活動に対し、地区社協への助成を行いました。 

内  容：各地区社協へ１００，０００円の助成 

 

  



屋内ゲートボール場の管理・運営（すぱーく深谷、すぱーく岡部） 

・高齢者をはじめ、住民の生涯スポーツの振興やコミュニケーションの場を提供する多目的施設と

して市内の屋内ゲートボール場を管理・運営しました。 

 日数 件数 利用人数 

すぱーく深谷 １９６日 ２７６件 ４，８０３人 

すぱーく岡部 ２１８日 ２８７件 ５，７１０人 

 

善意銀行（ペットボトルキャップ回収） 

・市内の学校・企業等にご協力いただき集めたペットボトルのキャップを売却し、売却益を財源と

して、学校の備品整備やふっかちゃん子ども福祉基金への寄付を行いました。 

売 却 益：１００，９２２円 

整備品等：上柴西小学校：ダストボックス、石鹸 

深谷小学校 ：掃除機、粘着クリーナー 

川本北小学校：ＣＤラジオメモリーレコーダー 

南中学校  ：巻尺 

協力団体：学  校：２９、福祉施設・企業：６９、道 の 駅：２ 

公 民 館：１１、公共施設：９ 

 

地域福祉活動計画の策定 

・令和２年度から６年間を計画期間とする、地域福祉活動計画を、地域福祉計画と一体的に作成し

ました。 

策 定 委 員 会 の 開 催：４回（4月 15日、7月 8日、8月 8日、10月 7日） 

パブリックコメントの実施：9月 5日～9月 25日（3名の方から延 26件のご意見） 

 

 

在宅福祉サービス事業 

有償家事援助サービス 

・市民の協力（協力会員）により、日常生活の「ちょっと困った」を支援するサービスとして実施し

ました。 

登録協力会員数： ８８名（実働可能者数：６９名 〔内 実働者数：２８名〕） 

登録利用会員数：１９５名（実利用会員数：３６名） 

延 活 動 件 数：１，５３１件 

利用料金：４５０円／３０分 

 

訪問理美容サービス 

・在宅生活を送り、心身の障害及び疾病等の理由により、理美容院へ行くことが困難な方を訪問し

理美容サービスを提供しました。 

協力店数： ６８店 

申請者数：１０８名（内 利用者数：８３名） 

利用回数：延２０４回 

  



寝具洗濯乾燥消毒サービス 

・在宅生活を送り、心身の障害及び疾病等の理由により、寝具の衛生管理が困難な方に、寝具の水

洗い及び乾燥消毒を提供しました。 

申請者数：３２名（内 利用者数：２７名） 

利用回数：延９３回 

 

敬老交通安全杖支給 

・高齢者の交通安全を願って、歩行者用の杖を支給しました。 

支給者数：５００名 

 

小・中学生による年賀状送付 

・ひとり暮らし高齢者に対して、小学生・中学生による年賀状を送付することにより、高齢者への

励ましを実施しました。 

対象高齢者：１，５４６名 

送付枚数 ：４，０９０通 

 

安否確認事業     

・民生委員・児童委員の協力により、月１回のひとり暮らし高齢者への安否確認のため飲み物を持

って、一人暮らし高齢者宅の訪問を実施しました。 

４月～９月（野菜ジュースを持参） 利用者数：７，８７１名 

１０月～３月（乳性飲料を持参）   利用者数：７，９９５名 

 

福祉用具等の貸出 

・地域福祉推進のために社協が所有する福祉用具等の貸出をしました。 

貸出回数  車いす：１０８回、高齢者疑似体験セット：９回 

アイマスク：７回、点字盤：６回 

音響設備：４９回（ポータブルアンプ：４４回、放送設備：５回） 

 

在宅福祉推進車貸出事業（移送サービス） 

・公共交通機関を利用することが困難な高齢者等の必要に応じ在宅福祉推進車（福祉車両）を貸出

しました。 

なお、利用にあたり、運転手を確保できない方に対しては、併せて運転ボランティアの派遣・調整

を行いました。 

利用登録者数    ８８名（深谷：６５名、花園：２３名） 

総貸出件数    ６３６件 内訳 運転ボランティア派遣  ５６９件 

                 車両のみ貸出       ６７件 

運転ボランティア  ２２名（深谷：１５名、花園： ７名） 

 

  



高齢者福祉事業 

敬老会 

・長い間社会に貢献してきた高齢者を敬愛し、高齢者福祉の向上を図るために開催しました。 

対象者数  ２０，１５４名（７５歳以上の高齢者） 

参加者数   ６，３８７名（参加率３１．６９％） 

 

地域包括支援センター 

・住民の健康の保持及び生活の安定のために必要な支援を行いました。 

対象地区：深谷地区・大寄地区 

相談件数：１，２０１件  

内容 介護・日常生活：１８１件、 サービスの利用：１０７２件 

医     療： １３件、 所得・家庭生活：   ２件 

権 利 擁 護：  ７件、 認  知  症：  ２０件 

ケアマネジャー支援：３件 

ケアサポート連絡会：２回 

地域ケア会議：１４件 

介護予防支援 － 直営：延４２４件   介護予防ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ － 直営：延６３１件 

委託：延８３２件              委託：延８５７件 

 

介護保険事業 

・介護保険法による福祉サービス事業所として２ヶ所の居宅介護支援事業所・訪問介護事業所を運

営しました。 

居宅介護支援事業所 

 居宅介護支援     深谷 ： 実人数：１９８名（延１，５８８件） 

花園 ： 実人数：１３９名（延１，２２６件） 

介護予防支援     深谷 ： 実人数： ５４名（延  ４１６件） 

（介護予防ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ含）  花園 ： 実人数： ４４名（延  ２４８件） 

要介護認定訪問調査  深谷 ： 実人数：１９４名 

花園 ： 実人数：１３９名 

訪問介護事業所 

要介護者  深谷 ： 実人数：２９名（延２，１４８件） 

花園 ： 実人数：２６名（延５，３６６件） 

要支援者  深谷 ： 実人数：３０名（延１，５２２件） 

花園 ： 実人数： ６名（延  ２５７件） 

 

  



生活支援体制整備事業 

・日常生活上の支援が必要な高齢者等が、住み慣れた地域で、生きがいを持って在宅生活を継続し

ていくための支援体制・体制づくりの取り組みを実施しました。 

第１層（深谷市内全域） 

活動内容  ・ふっかちゃんふれあいギャラリー 

コンビニに小学生の絵画等を展示し、地域コミュニティの場作り 

・買い物ツアー 

社会福祉法人所有車輌を提供いただき、自治会毎に買い物ツアーを実施 

・事業周知活動 

  ふかや市民大学などの場で広く事業周知 

・支え合いの地域づくり講演会 ～支え合いフォーラム２０１９～ 

協議体の開催  ４回 

 

第２層（深谷地区・大寄地区） 

活動内容   ・サロン参加         １１ヶ所 

・地域ケア個別会議参加    １４回 

・その他、老人クラブ活動、敬老会等へ参加 

協議体の開催 ・深谷地区   ３回 

 

認知症対策総合支援事業 

・認知症になっても住み慣れた地域で生活を続けるために、家族や地域住民が認知症について正し

い知識を身に着け、理解を深めることができるよう努めました。 

活動内容  ・認知症ケアパスの見直し 

・認知症ハンドブックの作成・配布 

・『家族のつどい』の開催 

・関係機関との連携 

 

住民主体の通いの場 

・高齢者の介護予防、地域の支え合いを目的とした「住民主体の通いの場」の立ち上げ準備、支援を

行いました。（深谷地区・大寄地区） 

活動内容  ・立ち上げ準備、及び継続に関する支援 

・介護予防サポーターに関する支援 

・通いの場深谷ふっかつ体操参加  ３ヶ所 

 

  



障害者福祉事業 

ふれあいスポーツ大会への協力 

・障害がある方とそうでない方のふれあいと、障害への理解を深めることを目的とした、深谷市ふ

れあいスポーツ大会の運営に協力しました。 

開催日：令和元年１０月１５日（土） 

参加者：６６３名（内訳 障害者：４３８名、応援・介助者：１９４名 

ボランティア：３１名） 

 

手話通訳派遣事業 

・聴覚障害者の家庭生活及び社会生活におけるコミュニケーションを円滑に行うため手話通訳者を

派遣しました。 

手話通訳者：１７名（内訳 専任：２名、登録：１５名） 

利用者数 ：５０名 

派遣件数 ：１，０５４件（内 個人：９８８件、団体：６６件） 

派遣内容  医療：５６２件 、生活：４０９件 、教育：７件 

職業：１０件 、その他：６６件 

 

手話通訳者養成講座 

・手話を学びながら、聴覚障害者について理解と知識を深めるとともに、手話通訳ができる人材を

養成するための講座を開催しました。 

入門講座    実施時期：平成３１年 ４月～令和元年 ９月（全２２回） 

申込者数：２６名（内 修了者：１６名） 

基礎講座    実施時期：令和元年 ９月～令和２年 ３月（全２５回） 

申込者数：２４名（内 修了者：１４名） 

通訳者養成講座 実施時期：平成３１年 ４月～令和２年 ２月（全４６回） 

申込者数： ８名（内 修了者： ４名） 

 

障害者作品カレンダーの作成 

・障害者の創作活動を奨励し、その創作品を幅広く公開することにより、障害者の活動意欲の高揚

と社会参加を促進することに併せ、市民の理解と認識を深めることを目的とし作成しました。 

作成部数：１，４００部 

配 布 先：公民館、市役所、自治会長、民生委員・児童委員、市内福祉施設 

日赤奉仕団、老人クラブ、募金寄付者 

近隣社協、共同募金会、姉妹都市 

 

  



障害児親と子の集い 

・障害児親子の集いを通じて親と子のふれあいを深めることを目的としてバスハイクを計画し、募

集を行いましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

実施日予定：令和２年 ３月 ７日（土）  

場   所：東京ディズニーランド 

申 込 者：２３名（７家族） 

 

障害福祉サービス 

・障害者総合支援法による障害福祉サービスとして２つの事業所を運営しました。 

居宅介護利用件数  深谷：実人数：１０名（延９８２件） 

花園：実人数： ２名（延５６１件） 

 

 

指定特定相談支援・指定障害児相談支援事業 

・障害者総合支援法による障害福祉サービスを利用するための、サービス等利用計画についての相

談及び作成などの支援を行いました。 

障害者：実人数：１７３名（計画作成：９９件、モニタリング：２３５件） 

障害児：実人数： １４名（計画作成： ５件、モニタリング： １１件） 

 

障害者就労支援センター事業 

・障害者の一般就労の機会の拡大を図るとともに、身近な地域において就労に関する相談・支援を

行いました。 

登録者数：３５３名（内 新規登録者：２７名） 

就労者数：１８８名（内 就職者：２７名、退職者：１１名） 

相談件数：延５，２３７件  内訳 身体障害：１２８件、知的障害：２，５８８件 

精神障害：１，３７４件、難病：１件 

その他：１，１４６件 

企業への訪問：延１，２３１件 

 

 

児童福祉事業 

子ども会育成特別推進事業（地区社協への助成） 

・子ども会活動を支援すると同時に、地域の中の子どものふれあいの場となる活動を促進するため、

各地区社協への助成を行いました。 

内  容：各地区社協へ３０，０００円の助成 

 

 

  



ひとり親家庭福祉事業 

ひとり親家庭親と子の集い 

・ひとり親家庭の親と子のふれあいの場を作ることを目的としたバスハイクを開催しました。 

実施日：令和元年 ８月 ３日（土） 

場 所：東京ディズニーシー 

参加者：４７名（２１家族） 

 

 

生活福祉事業 

福祉資金の貸付 

・低所得世帯を対象に応急的な小口資金の貸付けを行いました。 

貸付件数：３件 

貸付金額：１００，０００円 

償還金額： １８，０００円 

 

生活福祉資金の貸付 

・独立自活に必要な資金を低金利で貸付け、自立更生を援助する生活福祉資金（埼玉県社会福祉協

議会にて実施）の相談・受付の事務を行いました。 

通常制度 

・緊急小口資金       １３件     ５３５，０００円 

・福祉費           ２件     １３８，０００円 

特例貸付（新型コロナウイルス感染症関連） 

・緊急小口資金        ６件   １，０００，０００円 

 

あんしんセーフティネット事業 

・埼玉県社協の主唱により社会福祉法人の社会貢献事業の一環として、社会福祉施設が主体となり

市町村社協と協働することにより生活困窮者の生活支援を行いました。 

支援件数： ９件 

 

福祉サービス利用援助事業 

・認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分な方に対して、福祉サービスに関する相

談に応じ、福祉サービスの提供を受けるための手続き及び費用支払のための便宜を図ることによ

り、地域での自立した生活を送るための支援を行いました。 

生活支援員数：３１名 

利 用 者 数 ：３０名（新規契約：５名、解約者数：６名） 

支 援 回 数 ：延４３６回 

相 談 件 数 ：延３５６名 

 

  



成年後見サポートセンター 

・成年後見制度の利用が必要な方が、利用しやすい環境を整えるために以下の業務を行いました。 

相談及び利用支援   問合せ ： ８５件 

相談  ： ４６件 

申立支援： ２２件 

その他 ：１２０件 

成年後見制度講演会  新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

出前講座       ５ヶ所 

市民後見人養成講座  基礎講座（４日）：受講者：９名、修了者：７名 

実践講座（３日）：受講者：６名、修了者：５名 

運営委員会の開催   ４回 

       検討内容 ・成年後見サポートセンター事業計画について 

・市民後見人養成講座について 

・受任審査・困難事例について 

・中核機関の設置について    他 

 

法人後見 

・今後不足が予想される成年後見制度の担い手として、法人で成年後見人等に就任し、支援を行い

ました。 

受任件数：１１件（類型 後見：４件、保佐：５件、補助：２件） 

終了件数： ２件 

 

共同募金活動への協力 

・共同募金活動の推進により、地域福祉の充実を図るため実施しました。 

赤い羽根共同募金運動   戸 別 募 金   ９，４０４，９６３円 

職域・個人募金   ３，２７１，４９８円 

街 頭 募 金     ２４８，２７０円 

法 人 募 金     ３４７，０７９円 

学 校 募 金     ５３１，９８９円  

募 金 計   １３，８０３，７９９円 

（カード清算額）  １，３９５，０００円  

合  計    １２，４０８，７９９円 

歳末たすけあい募金運動  戸 別 募 金   ３，７８１，０８０円 

街 頭 募 金      ２４，２４７円 

篤 志 募 金   １，８５０，１２９円  

               合  計     ５，６５５，４５６円 

 

  



ボランティア活動支援     

夏休み体験ボランティア事業 

・ボランティア活動の振興及び地域における福祉教育・ボランティア学習の推進を目的として行い

ました。 

施設ボランティア参加者数  障害児・者施設ボランティア： ４５人（延 ６９人） 

高齢者施設ボランティア  ： ９１人（延１３６人） 

子どもの施設ボランティア ：３０５人（延５５４人） 

ふれあい・いきいきサロン 

ボランティア： ３６人（延 ４０人） 

 

ボランティア・市民活動サポートセンター事業 

・ボランティアや市民活動・ＮＰＯなど、非営利で公益的な活動をしている方たちや、これから活

動を考えている方たちの活動拠点として、サポートを行いました。 

活動の相談及び斡旋        件数：２３１件  内訳 サロン応援隊： ８８件 

社協応援団 ：１３８件 

そ の 他 ：  ５件 

ボランティア団体への助成     助成件数： ３件 

講習会の開催   学校支援ボランティア             ５回  １１人 

音訳講習会                  ７回   ８人 

有償家事援助ｻｰﾋﾞｽ事業協力会員ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座   １回  １９人 

傾聴ボランティア養成講座           ４回  ３９人 

広報誌の発行   ボランティアだより    毎戸配布４５，０００部（７・３月） 

ボランティア・市民活動だより「よりそい」 

      回覧板（４・６・８・１０・１２月）） 

セミナーの開催  渋沢栄一翁を知ろう☆セミナー         １回  ５３人 

 

 

団体支援 

各種団体事務局 

・各種団体の事務局を受託し、団体の活動支援を行いました。 

深谷市老人クラブ連合会 

埼玉県共同募金会深谷市支会 

日本赤十字社埼玉県支部深谷市地区 

深谷市赤十字奉仕団 

日本赤十字社埼玉県有功会深谷市支会 

 

  



日本赤十字社社資募集活動への協力 

・赤十字の理想とする人道的任務を達成することを目的とする事業資金の確保と併せて、赤十字事

業を支え参加しているとの認識を多くの方々にもっていただくために行いました。 

赤十字活動資金実績：８，３４２，５５０円 

赤十字特別活動資金実績：１，４８４，９３７円 

 

 

広報・啓発活動の促進 

広報紙「社協だより」の発行 

・市社協及び地区社協の事業等を広く市民に知らせ、福祉意識向上と社会福祉協議会に対する理解

を深めるために発行しました。 

発 行 月：７月、９月、１２月、２月、３月 

発行部数：毎戸配布４５，０００部 

 

「社会福祉大会」の開催 

・社会福祉活動に対する意識向上を図り、活動者への顕彰を目的として開催しました。 

開 催 日：令和元年１１月２１日（水） 

場  所：深谷市花園文化会館アドニス 

来場者数：３２９名 

顕  彰：感謝状：個人５名、団体３団体 

表彰状：１３名 

講  演：講 師  北折 一（元「ためしてガッテン」制作担当デスク） 

演 題  ガッテン流 簡単介護予防術 

～ 元気で長生きできちゃう裏技教えます ～ 

 

「福祉健康まつり」への参加 

・高齢者や障害者、児童等が制作した作品の展示会及び即売会を開催し、作品制作意欲と生きがい

を高め社会参加の場を拡大するとともに、市民の地域福祉に対する意欲を啓発することを目的と

し開催されています。（実行委員会体制で開催） 

開 催 日：令和元年１０月２６日（土）・２７日（日） 

開催場所：深谷ビッグタートル 

来場者数：１６，８００名 

参加団体：８２団体 

 

福祉の心を育む交流事業 

  ・小中学校と社会福祉施設の間をつなぎ、児童・生徒の豊かな心を育むための交流事業を行い

ました。 

参加小中学校数：２９校 

参加施設数  ：１８施設 

 



実習生の受け入れ 

・大学生、専門学校生等で、業務体験をとおして、社協に対する理解を深めていただきながら、必要

な実習が受けられるよう、実習生を受け入れました。 

受入者数： ９人   内訳 

 

 

 

東京福祉大学   ：１名 

高崎健康福祉大学：１名 

立正大学    ：１人 

県立高等看護学院：６人 

 

 

職員の資質向上 

各種研修への参加 

・職員の資質向上を図り、社協活動を充実させるために各種研修会へ参加しました。 

受講職員数 ：２７人 

参加研修日数：延１４３日 

 

 

 



令和元年度 社会福祉法人深谷市社会福祉協議会 

事業報告付属明細書 

 

 

令和元年度事業報告においては、「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当する

ものはありません。 

 


